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令和７年度リサイクル先進事例等視察サポート事業の訪問先企業についてご紹介します。
（コアレックス信栄株式会社）

難再生古紙のリサイクル技術について

◆ コアレックス信栄株式会社について
1961年に静岡県富士宮市にて設立、製紙業界では後発企業であることもあり、難再生古紙のリサイクルに積極的に

取り組まれてきました。
今まではリサイクルが困難とされていたアルミ付き紙パックのリサイクルや、大阪・関西万博2025における使用済

み紙食器のリサイクルにも積極的に取り組まれています。

大阪関西万博でも難再生古紙のリサイクルに大きな貢献
のあったコアレックス信栄株式会社を、３Ｒ支援セン
ターの事業を活用し、同志社大学経済学部原田ゼミの学
生の皆さんが訪問されました。リサイクル困難な古紙が
どのようにリサイクルされているのか、その実態を見学
され、最先端の技術に触れる機会となりました。

◆ 事業の概要
３Ｒ支援センターでは、資源循環・リサイクル活動を牽引する人材の育成を図るため、府内の大学生・大学院生等

を対象に、府外の先進的なリサイクル事例等への視察を支援する事業を実施しています。
今回は、令和８年２月に同志社大学経済学部原田ゼミの皆さんが訪問された、コアレックス信栄株式会社（静岡県

富士市）についてご紹介いたします。

◆ 背 景
世界的な環境問題となったプラスチック汚染からの脱却のためには、使い捨てプラスチックの削減は急務となって

います。たとえば飲食業界では紙容器への転換も進んでいますが、多くの紙容器はプラスチックによる防水加工が施
されていることからリサイクルが困難とされ、ほとんどが焼却処理されるなど、抜本的な廃棄物削減にはつながって
おらず、リサイクルの高度化は喫緊の課題となっています。こうしたことから、難再生古紙のリサイクルに積極的に
取り組むコアレックス信栄株式会社の先進的な取り組みの見学を通じて、サーキュラーエコノミーの実現に欠かせな
いリサイクル技術の高度化と社会実装を学ぶ機会を持ちました。
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◆ コアレックス信栄株式会社工場見学
・紙コップやアルミ付き紙パックなどの防水加工紙や感熱紙、カーボン紙、金具付きバインダーなど、従来はリサイク
ルが困難で禁忌品とされてきた古紙の再資源化のための革新的な技術を実現しているコアレックス信栄（静岡県富士
市）の工場見学を行いました。
・まず最初に、コアレックス信栄担当者から同社の沿革、古紙リサイクルの仕組みや業務内容の概要、また古紙リサイ
クルをめぐる現状と課題について丁寧にご説明いただきました。

・工場見学では、回収された古紙の現物などを見せていただき、難再生古紙とはどのようなものなのか、またどのよう
にしてリサイクルされるのかを学ぶことができました。
・金具などの異物の選別も自動化されており、金具付きバインダーなども問題なくリサイクルできることや、実際にど
のような異物が混入しているのかを見せていただきました。
・製造工程では、主力商品であるトイレットペーパーがどのようにして消費者が目にする形までなるのかを見学しまし
た。誰もが普段、手にとっているトイレットペーパーですが、その製造工程は想像を大きく超えるもので、古紙リサイ
クルと製紙の双方について同時に理解を深めることができました。

・製紙工程の見学の後は、排水浄化施設も見学しました。富士市は、かつて深刻な公害に悩まされていたこともあって
現在では厳しい環境規制が敷かれており、環境保全は最優先課題であることを実感をもって学ぶことができました。
・工場全体が大規模災害時の避難施設にもなっていることや行政機関との協定を通じた災害備蓄用のトイレットペー
パーの提供、障がい者の就労支援にも積極的に取り組んでいることなど、社会貢献を通じた企業価値の向上についても
理解を深めることができました。
・質疑応答では、学生からは、「ペーパーレス化が進む中で原料となる古紙原料の確保はどのようにしていくのか」
「リサイクルの推進は世界的な課題だが、排出事業者である大手企業とどのようにして対等な関係性を構築しているの
か」など活発な質問が出され、その一つ一つに丁寧にご回答いただきました。

◆ 今後に向けて
新規参入した事業者が既存の事業者と互角に競争して市場シェアを獲得したり、海外を含む大手事業者とも対等

な関係で事業を展開するためには、社会課題を解決できる新技術を積極的に導入することが極めて重要であること、
また、障害者施設との連携や大規模災害への対応など社会貢献に積極的に取り組むことが企業価値を高めている事
への理解が深まりました。今後、京都府内でもどのような取組の可能性があるのか、ゼミにおいて議論を深めてい
きたいと考えています。
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